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(57)【要約】
【課題】居室内の利用者の在室・不在を判別できる居室
管理システムを提供する。
【解決手段】居室の出入口５ｃを開閉する開閉扉５の動
きを検知するドアセンサ１２と、居室内における利用者
の存在若しくは不在状態を検知する人感センサ１３～１
５と、時間を計測するタイマ２１と、ドアセンサ１２，
人感センサ１３～１５及びタイマ２１に接続された処理
部１６と、処理部１６が判別した情報を居室固有の識別
情報に紐づけて前記居室外へ送信する送信部２０と、か
ら構成されており、処理部１６は、ドアセンサ１２より
開閉扉５の動きの検知信号を受信したときから、タイマ
２１で計時された所定長さの在室確認時間の経過までの
間に、人感センサ１３～１５から利用者の存在若しくは
不在状態の検知信号の有無に基づき得られる利用者の不
在に関する情報を、送信部２０を介して居室外に送信さ
せる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　居室の出入口を開閉する開閉扉の動きを検知する第１の検知手段と、
前記居室内における利用者の存在若しくは不在状態を検知する第２の検知手段と、
時間を計測するタイマと、前記各検知手段及び前記タイマに接続された処理部と、
前記処理部が判別した情報を前記居室固有の識別情報に紐づけて前記居室外へ送信する送
信部と、から構成されており、
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信したときか
ら、前記タイマで計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、前記第２の検知
手段から利用者の存在若しくは不在状態の検知信号の有無に基づき得られる利用者の不在
に関する情報を、前記送信部を介して居室外に送信させることを特徴とする居室管理シス
テム。
【請求項２】
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信したときか
ら、前記タイマで計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、前記第２の検知
手段から利用者の不在状態の検知信号を継続して受信した場合、前記タイマで計時された
所定長さの在室確認時間の経過後、前記利用者の不在に関する情報として、利用者の不在
の可能性が高いと判別した情報を、直ちに前記送信部を介して居室外に送信させることを
特徴とする請求項１に記載の居室管理システム。
【請求項３】
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信したときか
ら、前記タイマで計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、前記第２の検知
手段から利用者の存在状態の検知信号を受信した時点で、前記利用者の不在に関する情報
として、利用者の在室の可能性が高いと判別した情報を、直ちに前記送信部を介して居室
外に送信させ、前記在室確認時間をリセットさせることを特徴とする請求項１または２に
記載の居室管理システム。
【請求項４】
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信した時点で
、前記利用者の不在に関する情報として、利用者の不在の可能性があると判別した情報を
直ちに前記送信部を介して居室外に送信させることを特徴とする請求項１ないし請求項３
のいずれかに記載の居室管理システム。
【請求項５】
　前記第１の検知手段は、前記開閉扉の動きを検知するとともに、前記出入口を通過する
利用者の存在若しくは不在状態を検知する機能を有しており、前記処理部は、前記利用者
の不在に関する情報に加えて、前記第１の検知手段が検知した前記出入口を通過する利用
者の存在若しくは不在状態に基づき得られる利用者の出入口通過情報を、前記送信部を介
して居室外に送信させることを特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の居
室管理システム。
【請求項６】
　前記居室外に、前記送信部によって送信された前記利用者の不在に関する情報を無線で
受信する受信部が配設されていることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれかに
記載の居室管理システム。
【請求項７】
　前記受信部は、複数の居室毎に配設された前記送信部から、それぞれの居室固有の識別
情報に紐づけて前記利用者の不在に関する情報を受信することを特徴とする請求項６に記
載の居室管理システム。
【請求項８】
　前記受信部は、複数の居室毎に配設された前記処理部が判断した前記利用者の不在に関
する情報を多重送受信方式により複数の前記送信部を経由して受信することを特徴とする
請求項７に記載の居室管理システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、居室を利用する利用者の在室状態若しくは不在状態を確認できる、居室管理
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　居室を一定期間利用者に貸し出す宿泊業界や居室のレンタル業界において、利用者の不
在時に居室を管理する管理者が一時的に入室する機会が求められている。例えば、ホテル
や旅館等の宿泊施設においては、ベッドメイキングや居室内の清掃を行うリネン担当者が
、利用者の不在時に居室内に入室しベッドメイキングや清掃等、室内の管理業務を行って
いる。
【０００３】
　従来、居室の清掃指示をリネン担当者に報知する手段として、特許文献１に示される居
室管理システムが知られている。この居室管理システムは、フロント用制御器及び、この
フロント用制御器と通信可能なリネン用制御器を備え、フロントにてチェックアウトが確
認されるとフロント用制御器からリネン用制御器に向けて清掃指示が発せられ、リネン担
当者に清掃を必要とする居室を認識させることができるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平５－９２８６０号（第２頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、利用者が連泊する居室においても利用者が居室を一時的に不在にする不在時
にリネン担当者が入室し、清掃等の居室管理業務を定期的に行うのが一般的である。しか
しながら、引用文献１の居室管理システムは、フロントにてチェックアウトがあった居室
に対して清掃指示をリネン担当者へ送信できるものの、利用者が連泊している居室におい
ては、リネン担当者等の居室管理者が、当該居室の利用者の在室状態もしくは一時的な不
在状態を居室の外からでは判断できず、インターフォンを鳴らしたり居室のドアをノック
したりして利用者が在室状態か不在状態かを確認する必要があった。このことから、利用
者が取り込み中で反応できないことや、ベランダ・浴室等に移動しておりインターフォン
やノックに気付かないことがあり、リネン担当者等の居室管理者が不在と判断して居室内
に入室し利用者に相対してしまい不快感を与える虞があることから、居室内の利用者が在
室状態か不在状態かを判別できる方法が望まれていた。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、居室内の利用者の在室・不在
を判別できる居室管理システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明の居室管理システムは、
　居室の出入口を開閉する開閉扉の動きを検知する第１の検知手段と、
　前記居室内における利用者の存在若しくは不在状態を検知する第２の検知手段と、
　時間を計測するタイマと、前記各検知手段及び前記タイマに接続された処理部と、
　前記処理部が判別した情報を前記居室固有の識別情報に紐づけて前記居室外へ送信する
送信部と、から構成されており、
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信したときか
ら、前記タイマで計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、前記第２の検知
手段から利用者の存在若しくは不在状態の検知信号の有無に基づき得られる利用者の不在
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に関する情報を、前記送信部を介して居室外に送信させることを特徴としている。
　この特徴によると、処理部が、入室時の開閉扉の動きを検知した第1の検知手段の検知
信号に基づき、タイマで計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、第２の検
知手段から利用者の存在若しくは不在状態の検知信号の有無に基づき得られる利用者の不
在に関する情報を、送信部を介して居室外に送信するので、居室管理者が居室外から不在
に関する情報を確認した後、居室管理業務を行うことができる。
【０００８】
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信したときか
ら、前記タイマで計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、前記第２の検知
手段から利用者の不在状態の検知信号を継続して受信した場合、前記タイマで計時された
所定長さの在室確認時間の経過後、前記利用者の不在に関する情報として、利用者の不在
の可能性が高いと判別した情報を、直ちに前記送信部を介して居室外に送信させることを
特徴としている。
　この特徴によると、居室管理者が在室確認時間の経過後、利用者の不在の可能性が高い
と判別し、この情報を直ちに居室外から確認できるので、スムーズに居室管理者が居室管
理業務を行うことができる。
【０００９】
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信したときか
ら、前記タイマで計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、前記第２の検知
手段から利用者の存在状態の検知信号を受信した時点で、前記利用者の不在に関する情報
として、利用者の在室の可能性が高いと判別した情報を、直ちに前記送信部を介して居室
外に送信させ、前記在室確認時間をリセットさせることを特徴としている。
　この特徴によると、処理部が第２の検知手段から利用者の存在状態の検知情報を受信し
た時点で、在室の可能性が高いと判別し、この情報を直ちに居室外へ送信させるので、居
室管理者が居室の状況を迅速に察知できる。
【００１０】
　前記処理部は、前記第１の検知手段より前記開閉扉の動きの検知信号を受信した時点で
、前記利用者の不在に関する情報として、利用者の不在の可能性があると判別した情報を
直ちに前記送信部を介して居室外に送信させることを特徴としている。
　この特徴によると、処理部が第１の検知手段より開閉扉の動きの検知信号を受信した時
点で、利用者が居室から外出し不在になった可能性があると判定し、この情報を直ちに処
理部が居室外に送信させるので、居室管理者が居室の状況を迅速に察知できる。
【００１１】
　前記第１の検知手段は、前記開閉扉の動きを検知するとともに、前記出入口を通過する
利用者の存在若しくは不在状態を検知する機能を有しており、前記処理部は、前記利用者
の不在に関する情報に加えて、前記第１の検知手段が検知した前記出入口を通過する利用
者の存在若しくは不在状態に基づき得られる利用者の出入口通過情報を、前記送信部を介
して居室外に送信させることを特徴としている。
　この特徴によると、第１の検知手段により出入口通過情報を検知でき、処理部が送信部
を介して居室外に送信させるので、利用者の不在に関する情報の信憑性を高めることがで
きる。
【００１２】
　前記居室外に、前記送信部によって送信された前記利用者の不在に関する情報を無線で
受信する受信部が配設されていることを特徴としている。
　この特徴によれば、配線設備を構築することなく、居室外にて利用者の不在に関する情
報を得ることができる。
【００１３】
　前記受信部は、複数の居室毎に配設された前記送信部から、それぞれの居室固有の識別
情報に紐づけて前記利用者の不在に関する情報を受信することを特徴としている。
　この特徴によると、管理者は、受信部を用いて複数の居室それぞれの利用者の不在に関



(5) JP 2021-140355 A 2021.9.16

10

20

30

40

50

する情報を確認できる。
【００１４】
　前記受信部は、複数の居室毎に配設された前記処理部が判断した前記利用者の不在に関
する情報を多重送受信方式により複数の前記送信部を経由して受信することを特徴として
いる。
　この特徴によれば、複数の送信部を経由させて長距離間を送信させることができるので
、多数の居室を擁し延べ床面積の広い大規模ホテルや旅館等においても対応できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施例における室内空調システムを示す構成図である。
【図２】客室のセンサ及び電化製品の配線の状況を示す概略図である。
【図３】制御ユニットの配線の状況を示す概略図である。
【図４】利用者が室内から室外に外出した際の客室状態を示すタイミングチャートである
。
【図５】利用者が室外から室内に入室した際の客室状態を示すタイミングチャートである
。
【図６】２人のうち１人の利用者が外出する場合の客室状態を示すタイミングチャートで
ある。
【図７】受信部が備える表示部における表示態様の一例を示す模式図である。
【図８】実施例２における高機能センサを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明に係る居室管理システムを実施するための形態を実施例に基づいて以下に説明す
る。
【実施例１】
【００１７】
　図１に示されるように、本発明の実施例として居室管理システム１は、ホテル等の宿泊
施設に配設される。実施例における地下１階、地上１０階建てからなるホテルは、宿泊の
受付やチェックアウトを行う地下１階のフロントＦ１と、地上1階～１０階部分の各階毎
に１０部屋の客室を備え、地上1階の客室Ａ１～Ａ１０，…，１０階のＪ１～Ｊ１０の計
１００室の客室を備えている。また、地上部分の各階には、客室の予備の備品等が収納さ
れベッドメイキングや客室内の清掃を行う居室管理者としてのリネン担当者Ｋが待機可能
なリネン室Ｒ１～Ｒ１０が設置されている。
【００１８】
　リネン室Ｒ１～Ｒ１０には、各客室に配設された後述する制御ユニット１１の送信部２
０から送信された客室情報を受信するための受信部１８ａがそれぞれ固定に配設されてい
る。尚、受信部１８ａもしくは各制御ユニット１１の送信部２０から客室情報を受信可能
なタブレット等の携帯型受信部１８ｂをリネン担当者Ｋがそれぞれ備えている。すなわち
この携帯型受信部１８ｂは、受信部１８ａと同じ客室情報を受信し、表示するようになっ
ている。
【００１９】
　まず、図２に示されるホテルの客室Ａ１の見取り図を基に、客室内の構成及び居室管理
システム１の備える制御ユニット及び検知手段としてのセンサ類について説明する。尚、
他の客室Ａ２～Ａ１０，…，Ｊ１～Ｊ１０についても、客室Ａ１と略同一の構成であるこ
とから、客室Ａ１のみ説明する。
【００２０】
　図２に示されるように、客室Ａ１は、カードキーにて開錠可能な開閉扉５で開閉される
出入口５ｃより入退室できるようになっている。客室Ａ１内には、ユニットバス２とデス
ク３とベッド４，４とが配設されており、バス用照明６、ベッド用照明７、デスク用照明
８、テレビ９、室内空調機１０などの電気機器が、それぞれ電源ケーブルを介し、客室Ａ
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１内の図示しない分電盤室など適所に配設された制御ユニット１１に接続されている。
【００２１】
　客室Ａ１には、センサが複数配設されている。尚、本実施例においての各センサは客室
Ａ１内の天井面に取り付けられ、下方に存在する開閉扉５若しくは利用者を検知するよう
になっている。より詳しくは客室Ａ１内には、ヒンジ部５ｂを中心に内開きに回動する開
閉扉５の近傍直上に取り付けられ、開閉扉５の開閉を検知可能な第１の検知手段としての
ドアセンサ１２と、利用者の所在を検知可能な人感機能を備えた第２の検知手段としての
複数の人感センサ１３，１４，１５と、が配設されている。ドアセンサ１２と人感センサ
１３～１５とは、いずれも赤外線からなる感知軸を鉛直下方に放射し、扉や人などの物体
が感知軸を横切ることで検知する赤外線センサである。尚、超音波や可視光、若しくはレ
ーザー光を用いるセンサとしてもよい。
【００２２】
　人感センサ１３は、客室Ａ１内において開閉扉５とベッド４，４との間に形成されてい
る動線上の利用者の所在を検知可能に配設されており、人感センサ１４は、ベッド４，４
近傍とベッド４，４上の利用者の所在を検知可能に配設されている。また、人感センサ１
５は、ユニットバス内の利用者の所在を検知可能に配設されることから、防水加工が施さ
れている。よって客室Ａ１内に利用者が存在する場合、これら複数の人感センサ１３，１
４，１５のいずれかによって、当該利用者を検知できるようになっている。
【００２３】
　図３に示されるように、制御ユニット１１は、端子ａ１～ａ１０、端子ｂ１、端子ｃ１
、端子ｄ１～ｄ４、スイッチｇ１～ｇ４、これらのスイッチを切り替える切替部ｆ１～ｆ
４を備えるとともに、これら各端子が接続される処理部１６を有しており、端子ａ９，ａ
１０に分電盤１８からの外部電源ケーブルが接続されている。各スイッチｇ１～ｇ４は、
それぞれ切替部ｆ１～ｆ４を介して接続された処理部１６により、端子ａ２，ａ４，ａ６
及びａ８に接続される配線を電気的に入切可能になっている。また処理部１６には、後述
するタイマ２１と、客室Ａ１の外に信号を発信する送信部２０と、室内空調機１０の設定
を変更可能な空調機コントローラ１７とが接続されている。更に、制御ユニット１１には
、後述する客室Ａ１内の客室情報を示すインジケータｅ１～ｅ３が配設されている。
【００２４】
　端子ａ１～ａ８には、それぞれ上述した電気機器がケーブルを介して接続されており、
詳しくは端子ａ１，ａ２にはユニットバス２内に配設されるバス用照明６が接続され、端
子ａ３，ａ４にはベッド４，４近傍に配設されるベッド用照明７が接続され、端子ａ５，
ａ６にはユニットバス２内に配設されるデスク用照明８が接続され、端子ａ７，ａ８には
テレビ９が接続されている。また、端子ｂ１には室内空調機１０が接続されている。処理
部１６は、切替部ｆ１～ｆ４を操作し、各スイッチｇ１～ｇ４を切り替えることで接続さ
れた電気機器の通電状態，非通電状態を制御できるようになっている。
【００２５】
　端子ｃ１には、空調機コントローラ１７が接続されており、端子ｄ１～ｄ３には、人感
センサ１３～１５が接続され、端子ｄ４にはドアセンサ１２が接続されている。処理部１
６は、端子ｄ１～ｄ４を介して人感センサ１３～１５、ドアセンサ１２と接続されている
ので、各センサからの検知情報を受信することができるようになっている。
【００２６】
　次に、図４に示されるタイミングチャートに沿って、客室Ａ１から利用者が外出し、客
室Ａ１が不在状態になった際の居室管理システム１の処理部１６が行う制御態様について
説明する。後述するように処理部１６は、各ドアセンサ１２、人感センサ１３～１５によ
る検知、及びタイマ２１による計時に基づき、客室Ａ１に利用者が存在すると想定した在
室状態Ｘ、暫定的に不在と想定した暫定不在状態Ｙ、または利用者が不在と想定した不在
状態Ｚのいずれかに判断する。なお、図４では客室Ａ１の利用者は1名のみであるものと
する。
【００２７】



(7) JP 2021-140355 A 2021.9.16

10

20

30

40

50

　まず、利用者が客室から退室する場合について説明すると、ｔ０～ｔ１まで在室状態Ｘ
すなわち室内が在室の客室Ａ１から、ｔ１時点において当該利用者が退室する、すなわち
開閉扉５を一時的に開状態にして室外に出て、開閉扉５を再び閉状態にすることで、ドア
センサ１２が開閉扉５の開状態及び閉状態を検出し、開状態及び閉状態の検出信号が処理
部１６に発信される。詳しくは、図４に示されるｔ１において、利用者が客室Ａ１内から
開閉扉５を開状態にすることで、該センサの直下方に位置したの上面５ａを検知し、開閉
扉５を検知した検知信号すなわち開状態の検知信号が処理部１６に送信される。また開閉
扉５がドアセンサ１２の直下方から離れると、開閉扉５の閉状態の検出信号が処理部１６
に送信される。この開状態及び閉状態の検出信号を受信した処理部１６は、客室Ａ１の在
室状態Ｘから暫定不在状態Ｙに変更するとともに、タイマ２１による計時を開始する。更
に、処理部１６は、暫定不在状態Ｙと判別した客室情報（利用者の不在の可能性があると
判別した情報）を、送信部２０を介して受信部１８ａへ向けて無線送信（以下、単に送信
という）する。
【００２８】
　ここで暫定不在状態Ｙにおける計時について詳述すると、処理部１６は、暫定不在状態
Ｙに変更した時ｔ１からタイマ２１で計時された所定の初期時間Ａ（本実施例では３分間
）の経過時ｔ２までの間、人感センサ１３～１５からの検出信号を無視し、初期時間Ａの
経過時ｔ２から、ｔ１からタイマ２１で計時された所定の在室確認時間Ｂ（本実施例では
１５分間）の経過時ｔ３までの時間（本実施例では１２分間）に、人感センサ１３～１５
による人の感知の有無を待機する。すなわち処理部１６は、ｔ２からｔ３までの時間に、
人感センサ１３～１５による人の感知が少なくとも１回有る場合は、ｔ３以後を在室状態
Ｘに変更するものであり、同じくｔ２からｔ３までの時間に、人感センサ１３，１４，１
５による人の感知が全く無い場合は、図４に示されるように、ｔ３以後を不在状態Ｚに変
更するものである。
【００２９】
　ｔ３に示されるように、処理部１６は、タイマ２１の作動後、人感センサ１３～１５か
ら客室Ａ１内における利用者の不在状態の検知信号を継続して受信し、規定時間を経過し
た場合、客室Ａ１の利用状態を不在状態Ｚに変更し、不在状態と判別した客室情報（利用
者の不在の可能性が高いと判別した情報）送信部２０を介して受信部１８ａへ送信する。
また、処理部１６は、客室Ａ１に配設された制御ユニット１１の切替部ｆ１～ｆ４を操作
し、各スイッチｇ１～ｇ４を切状態へ切り替えることでバス用照明６、ベッド用照明７、
デスク用照明８、テレビ９、室内空調機１０の通電状態を解除させるようになっている。
【００３０】
　次に、図５に示されるタイミングチャートに沿って、利用者の客室への入室の場合につ
いて説明すると、ｔ４～ｔ５において不在状態Ｚすなわち室内が不在の客室Ａ１に、ｔ５
以降において利用者が入室する、すなわち開閉扉５を一時的に開状態にし再び閉状態する
ことで、ドアセンサ１２が開閉扉５の開状態及び閉状態を検出し、開状態及び閉状態の検
出信号が処理部１６に発信される。
【００３１】
　詳しくは、ｔ５の時点において利用者が客室Ａ１外から開閉扉５を開状態にした際、ド
アセンサ１２が開閉扉５の上面５ａを検知し、処理部１６に開状態の検知信号が送信され
る。処理部１６は、ドアセンサ１２からの開状態の検知信号であることを認識して、開閉
扉５が開状態であると判断する。また、処理部１６は、当該客室Ａ１が不在の可能性が高
いと判別した客室Ａ１の不在状態Ｚの状態から、ドアセンサ１２から検知信号を受信した
ことで、客室Ａ１が利用者の在室の可能性が高いと判別し、ｔ５以降、客室Ａ１の利用状
態を在室状態Ｘに変更し、在室状態と判別した客室情報（利用者の在室の可能性が高いと
判別した情報）を直ちに送信部２０を介して受信部１８ａへ送信させるようになっている
。
【００３２】
　なお、ｔ６に示されるように、利用者は出入口を通過し開閉扉５が閉状態になる前に客
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室Ａ１内に入室することとなるので、人感センサ１３が利用者の存在を検知し、検知信号
を処理部１６に送信する。
【００３３】
　ｔ５以降に示されるように、利用者が客室Ａ１内に入室した後においては、客室内の人
感センサ１３～１５が検知信号を処理部１６に送信することで、客室Ａ１が継続して在室
状態Ｘであることを受信部１８ａに通知する。このように、客室Ａ１の不在状態Ｚの客室
状態から、ドアセンサ１２からの検知信号を受信した時点で、直ちに利用者の在室の可能
性が高いと判別し、客室Ａ１の客室状態を在室状態Ｘに変更し、在室状態Ｘと判別した客
室情報を受信部１８ａへ送信させるので、当該客室情報をリネン担当者Ｋに迅速に確認さ
せることができるようになっている。
【００３４】
　次に、図６に示されるタイミングチャートに沿って、客室Ａ１内に利用者１Ｈと利用者
２Ｈとが在室しており、客室Ａ１から利用者２Ｈのみが外出し、客室Ａ１内において就寝
中だった利用者１Ｈが起床した際の居室管理システム１の処理部１６が行う制御態様につ
いて説明する。
【００３５】
　まず、図６に示されるｔ７からｔ８の間において、利用者Ｈ２が客室Ａ１内から、開閉
扉５近傍へ向かう間に、利用者Ｈ２の動きを検知して、人感センサ１４と人感センサ１３
とが存在状態の検知信号を処理部１６に送信する。処理部１６は、人感センサ１４と人感
センサ１３とから存在状態の検知信号を受信したことで、在室状態Ｘと判別した客室情報
（利用者の在室の可能性が高いと判別した情報）を送信部２０を介して受信部１８ａへ送
信させ、客室Ａ１が継続して在室状態Ｘであることを通知する。
【００３６】
　次に、ｔ８の時点において、利用者Ｈ２が客室Ａ１内から開閉扉５を開状態にした際、
図４に示されるようにドアセンサ１２が開閉扉５の上面５ａを検知し、処理部１６に開状
態の検知信号を送信する。処理部１６は、ドアセンサ１２からの開状態の検知信号である
ことを認識すると直ちに、客室Ａ１の客室状態を暫定不在状態Ｙに変更し、暫定不在状態
と判別した客室情報（利用者の不在の可能性があると判別した情報）を送信部２０を介し
て受信部１８ａへ送信させる。また、処理部１６は、暫定不在状態と判別した客室情報を
送信させるとともに、タイマ２１を作動させ、ｔ８時点からｔ９時点までの３分間の初期
時間Ａと、ｔ８時点からｔ１１時点までの１５分間の在室確認時間Ｂの計測を開始させる
。
【００３７】
　タイマ２１の作動後、ｔ１１より手前のｔ１０の時点において、例えばｔ８時点から１
３分経過したｔ１０時点において利用者１Ｈがベッド４上から起床し、いずれかの人感セ
ンサ１３～１５から客室Ａ１内における利用者の存在状態の検知信号を受信した場合、処
理部１６は、タイマ２１の在室確認時間をリセットさせかつ、客室状態を直ちに在室状態
Ｘに変更し、在室状態と判別した客室情報（利用者の在室の可能性が高いと判別した情報
）送信部２０を介して受信部１８ａへ送信させる。このように、暫定不在状態Ｙに設定さ
れた客室状態においては、人感センサ１３～１５から利用者の存在状態の検知信号を受信
した時点で、客室状態を直ちに在室状態Ｘに変更し、在室状態と判別した情報を送信部２
０を介して居室外に送信させ、タイマ２１の在室確認時間をリセットさせることから、リ
ネン担当者Ｋが客室の状況を受信部１８ａを介して迅速に察知できる。
【００３８】
　図１に戻り、制御ユニット１１に配設された送信部２０は、他の客室に配設されている
送信部２０を介し多重送受信方式による無線で受信部１８ａへ、在室状態Ｘ、暫定不在状
態Ｙ若しくは不在状態Ｚのいずれかの客室情報を送信するようになっている。本実施例で
は、送信部２０から受信部１８ａへ多重送受信方式による無線で送信されることから、各
客室Ａ１～Ａ１０毎に配設された複数の送信部２０，２０，…を経由させて長距離間を送
信させることができるようになっており、リネン室Ｒ１から遠距離の客室Ａ１０において
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も、近傍の客室Ａ９，Ａ８等の送信部２０，２０，…を介しながら客室情報を受信部１８
ａに受信させることができるようになっている。
【００３９】
　地上１階のリネン室Ｒ１に配設された受信部１８ａ及び携帯型受信部１８ｂは、同じフ
ロアの全ての客室Ａ１～Ａ１０の各送信部２０から送信された客室情報を表示させるモニ
タ等の表示部２８を備えている。図７は、表示部２８の一例を示しており、各階毎に配設
された制御ユニット１１の送信部２０から送信された客室情報が表示されるようになって
いる。表示部２８は、受信部１８ａで受信した各客室Ａ１～Ａ１０ごとの客室情報（在室
状態Ｘ、暫定不在状態Ｙ若しくは不在状態Ｚ）を後述のように表示できるようになってお
り、例えばリネン担当者が不在状態Ｚの客室Ａ１～Ａ１０に順次入室して、清掃やベッド
メイキングを行うようになっている。例えば、受信部１８ａが、客室Ａ１、Ａ５及びＡ８
の処理部１６から不在状態Ｚと判別した客室情報を受信した場合においては、受信した客
室の識別番号と客室状態を認識し、表示部２８上の各客室Ａ１、Ａ５及びＡ８（１０１号
室、１０５号室及び１０８号室）に〇印を表示させ、リネン担当者Ｋに当該客室の清掃や
ベッドメイキングを行うように注意を促す。また例えば、受信部１８ａが、客室Ａ３の処
理部１６から在室状態Ｘと判別した客室情報を受信した場合においては、受信した客室の
識別番号と客室状態を認識し、表示部２８上の客室Ａ３（１０３号室）に×印を表示させ
、リネン担当者Ｋに当該客室内に入室しないよう注意を促す。
【００４０】
　更に例えば、受信部１８ａが、客室Ａ４の処理部１６から暫定不在状態と判別した客室
情報を受信した場合においては、受信した客室の識別番号と客室状態を認識し、表示部２
８上の客室Ａ４（１０４号室）に△印を表示させる。客室Ａ４は、開閉扉５の開閉が行わ
れ、不在になった可能性がある客室であり、タイマ２１で設定された規定時間経過後、客
室が不在状態となる可能性が高いことを表示させる。よって当該客室の△印を確認したリ
ネン担当者Ｋは、当該客室が間もなく不在状態Ｚになるであろうと予測することができ、
清掃やベッドメイキングの準備を行うことができるようになっている。図７の客室Ａ４、
Ａ７に示されるようにタイマ２１の規定時間からの残り時間（例えば「あと９分」、「あ
と１分」など）を表示させ、規定時間経過後、後述する不在状態と判別した客室情報を受
信した際に表示部２８に表示させる〇印を表示させることとしてもよい。
【００４１】
　上述したように、タイマ２１の規定時間経過後、受信部１８ａが、客室Ａ１の処理部１
６から不在状態と判別した客室情報を受信した場合においては、受信した客室の識別番号
と客室状態を認識し、表示部２８上の客室Ａ１（１０１号室）に〇印を表示させる。これ
により、リネン担当者Ｋが利用者の不在の可能性が高い客室を認識することができるので
、利用者と相対する可能性が低く、利用者に不快感を与えることなく客室管理業務に従事
させることができる。
【００４２】
　このように、居室の出入口５ｃを開閉する開閉扉５の動きを検知するドアセンサ１２と
、居室内における利用者の存在若しくは不在状態を検知する人感センサ１３～１５と、時
間を計測するタイマ２１と、ドアセンサ１２，人感センサ１３～１５及びタイマ２１に接
続された処理部１６と、処理部１６が判別した情報を居室固有の識別情報に紐づけて前記
居室外へ送信する送信部２０と、から構成されており、処理部１６は、ドアセンサ１２よ
り開閉扉５の動きの検知信号を受信したときから、タイマ２１で計時された所定長さの在
室確認時間の経過までの間に、人感センサ１３～１５から利用者の存在若しくは不在状態
の検知信号の有無に基づき得られる利用者の不在に関する情報を、送信部２０を介して居
室外に送信させることから、処理部１６が、入室時の開閉扉５の動きを検知したドアセン
サ１２の検知信号に基づき、タイマ２１で計時された所定長さの在室確認時間の経過まで
の間に、人感センサ１３～１５から利用者の存在若しくは不在状態の検知信号の有無に基
づき得られる利用者の不在に関する情報を、送信部２０を介して居室外に送信するので、
リネン担当者Ｋが居室外から不在に関する情報を確認した後、居室管理業務を行うことが
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できる。
【００４３】
　また、処理部１６は、ドアセンサ１２より開閉扉５の動きの検知信号を受信したときか
ら、タイマ２１で計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、人感センサ１３
～１５から利用者の不在状態の検知信号を継続して受信した場合、タイマ２１で計時され
た所定長さの在室確認時間の経過後、利用者の不在に関する情報として、利用者の不在の
可能性が高いと判別した情報（不在状態Ｚ）を、直ちに送信部２０を介して居室外に送信
させることから、居室管理者が在室確認時間の経過後、利用者の不在の可能性が高いと判
別し、この情報を直ちに居室外から確認できるので、スムーズにリネン担当者Ｋが居室管
理業務を行うことができる。
【００４４】
　また、処理部１６は、ドアセンサ１２より開閉扉５の動きの検知信号を受信したときか
ら、タイマ２１で計時された所定長さの在室確認時間の経過までの間に、人感センサ１３
～１５から利用者の存在状態の検知信号を受信した時点で、利用者の不在に関する情報と
して、利用者の在室の可能性が高いと判別した情報（在室状態Ｘ）を、直ちに送信部２０
を介して居室外に送信させ、在室確認時間をリセットさせることから、処理部１６が人感
センサ１３～１５から利用者の存在状態の検知情報を受信した時点で、在室の可能性が高
いと判別し、この情報を直ちに居室外へ送信させるので、リネン担当者Ｋが居室の状況を
迅速に察知できる。
【００４５】
　また、処理部１６は、ドアセンサ１２より開閉扉５の動きの検知信号を受信した時点で
、利用者の不在に関する情報として、利用者の不在の可能性があると判別した情報（暫定
不在状態Ｙ）を直ちに送信部２０を介して居室外に送信させることから、処理部１６がド
アセンサ１２より開閉扉５の動きの検知信号を受信した時点で、利用者が居室から外出し
不在になった可能性があると判定し、この情報を直ちに処理部１６が居室外に送信させる
ので、リネン担当者Ｋが居室の状況を迅速に察知できる。
【００４６】
　また、居室外に、送信部２０によって送信された利用者の不在に関する情報を無線で受
信する受信部１８ａが配設されていることから、配線設備を構築することなく、居室外に
て利用者の不在に関する情報を得ることができる。
【００４７】
　また、受信部１８ａは、複数の居室毎に配設された処理部１６が判断した利用者の不在
に関する情報を多重送受信方式により複数の送信部２０を経由して受信することから、複
数の送信部２０を経由させて長距離間を送信させることができるので、多数の居室を擁し
延べ床面積の広い大規模ホテルや旅館等においても対応できる。
【実施例２】
【００４８】
　次に、実施例２に係る客室管理システムにつき、図８を参照して説明する。尚、前記実
施例１と同一構成で重複する説明を省略する。
【００４９】
　実施例２における客室には、この客室の内部であって開閉扉５のヒンジ部５ｂを中心と
した回動領域の直上の天井面に、客室Ａ１の内部における開閉扉５の動きを検知するとと
もに、出入口５ｃを通過する利用者を検出する赤外線式の高機能センサ１２０が設けられ
ており、この高機能センサ１２０は、ケーブルを介し制御ユニット１１に接続されている
。すなわち、高機能センサ１２０は、客室Ａ１における開閉扉５の開閉を検知する第１の
検出手段と、利用者の存在を検知する第２の検知手段とを兼ねている。なお、本実施例２
において、特に図示しないが実施例１と同様に第２の検知手段としての人感センサ１３～
１５は設置されているが、これらを省略することもできる。
【００５０】
　詳しくは、高機能センサ１２０は、天井面から鉛直方向下方に向けて配設された発信部
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１２０Ａから赤外線等のセンサ線を発し、発信部１２０Ａから発したセンサ線を対象物に
照射させ、反射したセンサ線を受信部１２０Ｂに受信させるようになっている。すなわち
多機能センサ１２０は、センサ線を発信部１２０Ａから発し、直下に存在する対象物にセ
ンサ線が当たることで受信部１２０Ｂに向けて反射され受信されるまでにかかる時間、若
しくは直下の対象物に当たることで減衰されたセンサ線を受信部１２０Ｂが受信するセン
サ線の信号強度により、高機能センサ１２０から一定距離離間した開閉扉５の上面５ａと
、同様に高機能センサ１２０から一定距離離間した客室Ａ１の床面と、を判別できるよう
になっている。尚、発信部１２０Ａから発したセンサ線が、開閉扉５の上面５ａよりも受
信部１２０Ｂに受信されるまでに時間がかかり、かつ、客室Ａ１の床面よりも受信部１２
０Ｂに受信される時間が早い場合は、開閉扉５の上面５ａよりも低身長の利用者Ｍが出入
口５ｃを通過したとみなすようになっている。若しくは、発信部１２０Ａから発したセン
サ線が、硬質な開閉扉５の上面５ａや客室Ａ１の床面に反射して減衰するよりも大きく減
衰した場合、当該センサ線が人体に当たり反射したとみなし、すなわち利用者Ｍが出入口
５ｃを通過したとみなすようになっている。
【００５１】
　このように、高機能センサ１２０は、実施例１のドアセンサ１２と同様に開閉扉５の開
閉を判別できるに加え、開閉扉５の開状態から閉状態になるまでの間に、利用者の通過が
あったか否かを判別できるようになっており、不在に関する情報に加えて出入口５ｃを通
過した利用人が通過したかもしくは非通過であるか出入口通過情報を処理部１６に送信し
、処理部１６は、不在に関する情報に出入口通過情報を付与して受信部１８ａに送信する
ようになっている。
【００５２】
　出入口通過情報を受信した受信部１８ａは、例えば図７の暫定不在状態Ｙの客室Ａ４、
Ａ７の表示部分に、特に図示しないが「ドア通過有り」と表示させたり、もしくは、「ド
ア通過無し」と表示させたりすることで、不在に関する情報としての客室状態の信憑性を
高めることができるようになっている。
【００５３】
　以上、本発明の実施例１、２を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施
例に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があって
も本発明に含まれる。
【００５４】
　例えば、前記実施例では、客室内に人感センサ１３，１４，１５の３つのセンサが配設
されている例を示したが、これに限られず、客室内の利用者を検知できれば３つ未満とし
てもよいし、４つ以上配設させてもよい。
【００５５】
　また、前記実施例では、受信部１８ａが、処理部１６から在室状態Ｘと判別した客室情
報を受信した場合においては、当該客室に×印を表示させ、暫定不在状態Ｙと判別した客
室情報を受信した場合においては、当該客室に△印を表示させ、不在状態Ｚと判別した客
室情報を受信した場合においては、当該客室に〇印を表示させることとして説明したが、
これに限られず、在室状態の客室を赤色表示とし、暫定不在状態の客室を黄色表示とし、
不在状態の客室を青色表示とすることとしてもよい。
【００５６】
　また、処理部１６は、開閉扉５を開状態にすることで、ドアセンサ１２が開閉扉５の上
面５ａを検知し、タイマ２１の計時を開始させることとして、これに限られず、開閉扉５
の閉状態を検知すると同時にタイマ２１の計時を開始させることとしてもよい。
【符号の説明】
【００５７】
１　　　　　　　　　居室管理システム
２　　　　　　　　　ユニットバス
３　　　　　　　　　デスク
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４　　　　　　　　　ベッド
５　　　　　　　　　開閉扉
５ｃ　　　　　　　　出入口
６　　　　　　　　　バス用照明
７　　　　　　　　　ベッド用照明
８　　　　　　　　　デスク用照明
９　　　　　　　　　テレビ
１０　　　　　　　　室内空調機
１１　　　　　　　　制御ユニット
１２　　　　　　　　ドアセンサ（第１の検知手段）
１２０　　　　　　　高機能センサ（第１の検知手段、第２の検知手段）
１３～１５　　　　　人感センサ（第２の検知手段）
１６　　　　　　　　処理部
１８ａ，１８ｂ　　　受信部
２０　　　　　　　　送信部
２１　　　　　　　　タイマ
２８　　　　　　　　表示部
Ａ１～Ｊ１０　　　　客室（居室）
Ｒ１～Ｒ１０　　　　リネン室
Ａ　　　　　　　　　初期時間
Ｂ　　　　　　　　　在室確認時間
Ｘ　　　　　　　　　在室状態
Ｙ　　　　　　　　　暫定不在状態
Ｚ　　　　　　　　　不在状態

【図１】 【図２】
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